
 

 

中 43回（昭和 19年３月卒）５年甲組「柔道部」仲間と 
（正面玄関前で） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

            

  

   

第
２
次
大
戦
下
の
土
中
43
回
卒
業
生 

旧
制
茨
城
県
立
土
浦
中
学
校
第
43
回
卒
業

生
は
、
昭
和
14(

1939)

年
４
月
に
入
学
し
た
。

当
時
は
、
日
支(

日
中)

戦
争
の
真
只
中
。
日
本

は
英
米
と
は
一
触
即
発
の
緊
張
状
態
が
続
い

て
い
た
時
で
、
日
本
の
輸
入
生
命
線
で
あ
る
西

南
太
平
洋
海
域
は
、
米
・
英
・
支
・
蘭
の
封
鎖

作
戦
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
ラ
イ
ン
が

設
け
ら
れ
て
、
海
外
輸
入
航
路
は
閉
ざ
さ
れ
、

国
民
の
生
活
は
極
度
に
窮
迫
し
て
い
た
時
代

で
あ
っ
た
。 

昭
和
16
年
12
月
８
日
朝
、
我
々
３
年
生
の

時
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。
多
感
な
年
頃

で
、
次
々
と
大
本
営
か
ら
発
表
さ
れ
て
く
る
緒

戦
の
戦
果
に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト(

米
大
統
領)

は
ベ
ル
ト
が
外
れ
て
回
転
不
能
に
な
っ
た
、
な

ど
と
教
室
で
万
歳
を
三
唱
し
、
志
気
は
嫌
が
上

に
も
高
揚
し
て
い
た
。 

そ
の
様
な
状
況
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
第

43
回
卒
業
生
は
、
軍
国
主
義
一
色
の
中
で
、

今
で
は
想
像
も
つ
か
ぬ
、
５
年
間
の
戦
時
下
で

の
中
等
教
育
を
受
け(

実
質
は
４
年
間
位
の
学

業
か
？)

、
と
に
か
く
昭
和
19(
1944)

年
３
月

に
卒
業
し
た
。 

学
校
で
の
生
活 

土
浦
中
学
は
、
明
治
30(

1897)

年
４
月
開
校

の
県
下
有
数
の
進
学
校
で
あ
っ
た
。
１
学
年
の

ク
ラ
ス
は
、
甲
・
乙
・
丙
組
の
３
組
で
、
生
徒

数
は
150
名
。
座
席
は
、
各
教
室
と
も
、
教
壇

か
ら
遠
い
最
後
列
か
ら
順
次
成
績
順
に
決
め

ら
れ
た
。
教
科
・
科
目
は
、
戦
時
中
と
は
い
え

中
等
教
育
の
基
本
は
守
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。

敵
国
語
で
あ
る
英
語
関
連
に
し
て
も
、
特
別
差

別
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
様
な
気
が
す
る
。

そ
の
様
な
基
本
科
目
の
ほ
か
に
、
当
時
特
異
な

も
の
と
し
て
は
、
軍
事
教
練
が
週
２
時
間
あ
っ

た
。
そ
の
ほ
か
柔
道
か
剣
道
い
ず
れ
か
選
択
の

武
道
が
週
１
時
間
必
修
と
し
て
あ
っ
た
。 

制
服
の
上
着
は
、
海
軍
式
の
背
を
丸
く
縫
い

あ
げ
た
詰
襟
服
で
、
冬
は
小
倉
地
、
夏
は
霜
降

り
地
で
あ
っ
た
。
編
み
上
げ
靴
を
履
き
、
巻
脚

絆
を
巻
い
て
登
校
し
た
。 

校
舎
は
明
治
37(

1904)

年
竣
工
の
モ
ダ
ン

な
建
築
で
、
後
年
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
教
室
や
廊
下
の
床
に
は
油
が
塗
っ
て

あ
り
、
靴
を
履
い
た
ま
ま
教
室
に
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
当
時
の
公
立
中
学
校
に
は
、
正
規
の

教
員
の
ほ
か
陸
軍
か
ら
の
配
属
将
校
が
い
た
。 

校
門
を
入
っ
て
20
～
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

先
の
、
校
舎
正
面
玄
関
に
向
か
っ
て
左
側
に
、

鬱
蒼
と
茂
る
樹
林
に
囲
ま
れ
て
、
天
皇
陛
下
の

ご
真
影
を
祀
る｢

奉
安
殿｣

が
あ
る
。
登
校
し
た

教
員
・
生
徒
ら
は
す
べ
て
そ
こ
で
最
敬
礼
を
し

て
教
室
に
入
る
。
四
方
拝
・
紀
元
節
・
天
長
節
・

明
治
節
の
四
大
節
の
際
に
は
、
式
の
始
ま
る
前

に
宗
光
杢
太
郎
校
長
と
陸
軍
の
配
属
将
校
金

澤
信
安
中
尉
が
、
奉
安
殿
を
開
け
て
ご
真
影
を

捧
持
し
、
講
堂
正
面
の
祭
壇
に
移
す
。
式
終
了

後
は
再
び｢

奉
安
殿｣

に
戻
す
。
ま
さ
に
、
“
天

皇
は
神
聖
に
し
て
冒
す
べ
か
ら
ず
”。 

な
お
、
本
校
生
徒
は
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
、

教
員
や
上
級
生
に
遭
っ
た
時
に
は
挙
手
の
敬

礼
を
も
っ
て
挨
拶
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

学
校
の
授
業
は
午
前
４
時
間
、
午
後
２
時
間

の
１
日
６
時
間
制
で
、
土
曜
日
は
午
前
の
授
業

の
み
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
学
校
給
食
な
ど
は
無

い
。
弁
当
持
参
だ
。
５
年
次
の
修
学
旅
行
も
無

い
【
昭
和
17
年
の
聖
地
巡
拝
旅
行
を
最
後
に

実
施
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
】。
体
育
部
は
戦

時
下
で
も
あ
っ
た
し
、
余
り
活
発
で
は
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
中
で
も
水
泳
部
と
柔
道
部
、
剣
道

部
は
県
南
大
会
で
優
勝
し
た
。
県
の
柔
道
大
会

に
は
武
道
科
の
仲
田
寛
師
範
に
引
率
さ
れ
て
、

小
生
も
水
戸
の
武
徳
殿
で
の
茨
城
県
中
等
学

校
柔
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
。
代
表
選
手

は
、
先
鋒
中
山
友
次
郎
、
中
堅
小
生
、
大
将
沼

野
開
禧
の
３
人
だ
。
戦
時
特
例
で
畳
の
上
で
は

な
く
、
野
外
の
芝
生
の
上
で
の
試
合
だ
っ
た
。

足
が
ス
ム
ー
ス
に
進
ま
な
い
、
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
決
勝
戦
で
鉾
田
中
学
に
敗
れ
た
。
水

泳
部
は
平
泳
ぎ
の
関
澤
保
治
、
自
由
形
の
藤
井

正
巳
、
小
室
喜
一
ら
が
活
躍
し
て
県
大
会
に
出

場
し
た
。
陸
上
競
技
部
、
野
球
部
、
庭
球
部
も

比
較
的
活
発
で
は
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
そ
ん

な
こ
と
を
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
で
は

な
か
っ
た
。 

我
々
中
学
生
は
、
当
時
、
ま
ず
海
軍
の
甲
種

飛
行
予
科
練
習
生
か
陸
軍
の
特
別
甲
種
幹
部

候
補
生
に
志
願
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
ど

の
よ
う
な
経
緯
か
定
か
で
な
い
が
、
小
生
は
広

瀬
真
君
や
小
野
皓
三
君
、
原
田
千
之
君
ら
数
名

の
仲
間
と
勤
労
動
員
で
土
浦
海
軍
航
空
隊
適

性
部
に
行
っ
た
。
適
性
課
と
研
究
課
が
あ
り
、

小
生
は
適
性
課
で
主
と
し
て
第
14
期
甲
種
海

軍
飛
行
予
科
練
習
生
の
採
用
試
験
に
携
わ
っ

た
【
土
浦
中
学
か
ら
は
、
本
紙
第
76
号
で
紹

介
し
た
戸
張
礼
記
氏
を
は
じ
め
、
中
45
回
生

約
10
名
が
合
格
・
入
隊
し
て
い
ま
す
】。 

田
中
Ｂ
式
知
能
検
査
や
ク
レ
ッ
ペ
リ
ン
精

神
作
業
検
査
の
試
験
官
補
佐
と
し
て
、
試
験
用

紙
の
配
付
か
ら
試
験
要
領
の
説
明
、
採
点
ま
で

任
さ
れ
た
。
器
具
を
使
っ
て
の
適
性
検
査
で
は
、

協
応
動
作
作
業
検
査
、
速
度
調
整
検
査
、
図
形

再
生
検
査
、
処
置
判
断
検
査
、
操
縦
演
習
機
検

査
な
ど
の
、
操
縦
士
と
し
て
の
適
性
判
断
の
検

査
、
採
点
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
時
の
受
験
者
・

第
14
期
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
は
、
幸
い
に

も
戦
地
に
は
行
か
ず
、
殆
ど
が
復
員
し
た
。
適
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戦時下の土浦中学生６～第２次大戦下の土中 43回卒業生 ～ 

中 43回生は、1939(昭和 14)年４月に入学、1944年３月の卒業、

と、まさに戦時下での学校生活を余儀なくされました。その中 43

回の斉藤彰夫氏から、５年間の学校生活を記した玉稿｢第２次大戦

下の土中 43 回卒業生｣を頂戴しましたので、掲載させていただき

ます。 

文中の【  】内は編集者による注記です。 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



 

 

「体育鍊成大會」（陸上運動会）における「俵担ぎ走」 
（ 昭和 17年３月卒『中 41回アルバム』より） 

性
部
の
上
司
は
、
大
学
で
心
理
学
を
専
攻
し
た

予
備
学
生
出
身
の
将
校
で
あ
っ
た
。 

土
中
在
学
中
に
通
常
の
科
目
の
ほ
か
に
特

に
課
せ
ら
れ
た
事
。 

①
体
力
テ
ス
ト
＝
鉄
棒
で
の
懸
垂
、
砲
丸
投

げ
、
２
千
メ
ー
ト
ル
走
、
米
俵
を
担
い
で
50
メ

ー
ト
ル
を
走
る
俵
担
ぎ
走
、
走
幅
跳
な
ど
。
そ

れ
ら
の
総
合
記
録
に
よ
り
、
初
・
中
・
上
級
の

３
階
級
に
分
け
ら
れ
、
バ
ッ
ジ
を
貰
っ
て
詰
め

襟
に
付
け
て
い
た
。 

                   

②
軍
事
演
習(

聯
合
演
習)

＝
中
学
校
の
各

校
が
完
全
武
装
で
紅
白
に
分
か
れ
て
の
戦
闘

演
習
。
５
年
時
の
２
日
間
、
不
眠
不
休
で
索
敵

行
軍
し
、
早
暁
敵
に
遭
遇
し
て
“
突
撃
”
白
兵

戦
を
行
う
と
い
う
も
の
。
終
わ
っ
て
最
後
に
馬

上
の
現
役
将
校
か
ら
講
評
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
母
校
に
引
き
揚
げ
た
。
小
生
は
軽
機
関
銃
手

で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
重
さ
で
上
着
の
右
肩
は

破
れ
、
皮
膚
は
赤
く
腫
れ
あ
が
る
な
ど
散
々
で

あ
っ
た
。 

③
海
洋
訓
練
＝
５
年
生
全
員
と
小
澤
永
次

郞
担
任
教
諭
ら
が
、
夏
休
み
の
１
週
間
、
海
軍

の
現
役
将
校
・
下
士
官
を
教
官
に
、
千
葉
県
安

房
郡
鋸
南
町
保
田
海
岸
の
旅
館
に
合
宿
し
て
、

海
軍
生
活
の
一
部
を
体
験
す
る
と
い
う
も
の

で
、
水
兵
さ
ん
特
有
の
白
い
作
業
衣
を
着
て
、

起
床
ラ
ッ
パ
か
ら
一
日
の
訓
練
を
始
め
た
。
寝

床
を
片
付
け
て
、
“
兵
舎
離
れ
５
分
前
”
の
号

令
で
兵
舎
前
に
整
列
し
、
隊
伍
を
組
ん
で
海
岸

に
駈
け
足
集
合
し
て
朝
の
点
呼
を
受
け
る
。
そ

の
海
岸
付
近
は
防
諜
地
域
で
、
一
般
人
は
、
原

則
立
ち
入
り
・
撮
影
禁
止
に
な
っ
て
い
た
。
遙

か
海
上
を
駆
逐
艦
な
ど
が
航
行
し
て
い
る
。
多

分
東
北
出
身
で
あ
ろ
う
か
、
教
官
の
分
隊
士
曰

く｢

…
…
い
つ
何
時
保
田
の
海
岸
を
巡
洋
艦
何

隻
、
駆
逐
艦
何
隻
通
っ
た
、
云
々
な
ど
と
云
っ

た
ら
コ
レ
ダ
ゾ
、
コ
レ
。｣

と
、
手
首
を
縛
ら

れ
る
仕
草
を
し
て
い
た
。
そ
の
東
北
弁
の
し
ゃ

べ
り
方
が
可
笑
し
く
て
何
時
ま
で
も
我
々
の

語
り
草
と
な
っ
て
い
た
。 

点
呼
が
終
わ
る
と
朝
食
前
の
日
課
が
始
ま

る
。
海
軍
体
操
・
手
旗
信
号
訓
練
・
軍
歌
演
習

な
ど
１
時
間
ほ
ど
の
訓
練
で
兵
舎(

旅
館)
に

戻
り
、
待
望
の
朝
食
を
摂
る
。
一
日
の
訓
練
を

終
え
る
の
が
午
後
５
時
。
入
浴
、
食
事
を
し
て
、

以
後
自
由
時
間
だ
。
午
後
９
時
巡
検
、
消
灯
で

就
床
。
一
応
軍
隊
の
日
課
に
準
拠
し
て
い
た
。 

小
生
が
陸
軍
に
入
っ
た
時
、
イ
・
ロ
・
ハ
・

ニ
の
手
旗
信
号
は
、
砲
兵
初
年
兵
の
訓
練
日
課

に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
は
海
洋
訓
練
の
お

か
げ
で
余
り
苦
労
し
な
か
っ
た
。 

１
週
間
の
訓
練
を
終
え
て
土
浦
駅
に
帰
り

着
い
た
時
、
駅
前
広
場
で
全
員
が
肩
を
組
ん
で

円
陣
を
組
み
、
覚
え
立
て
の
海
軍
軍
歌｢

如
何

に
強
風
～｣｢

四
面
海
な
る
帝
国
を
～｣

な
ど
を

高
唱
し
て
、
軍
都
土
浦
の
人
々
の
喝
采
を
受
け

て
解
散
し
た
。 

④
対
空
監
視
＝
５
年
生
の
時
、
土
浦
警
察
署

屋
上
の
夜
間
対
空
監
視
に
出
さ
れ
た
。
交
替
で

勤
務
に
就
き
、｢

左
前
方
に
爆
音
あ
り
。｣

と
か

｢

鹿
島
灘
の
方
向
に
爆
撃
機
ら
し
い
敵
機
数

機
。｣

な
ど
と
、
逐
一
敵
機
飛
来
の
状
況
を
情

報
連
絡
室
に
報
告
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
単
純

お
粗
末
な
情
報
伝
達
業
務
で
あ
っ
た
が
、
当
時

は
こ
れ
も
御
国
の
た
め
と
真
面
目
に
勤
務
し

た
。
な
お
、
当
時
、
日
本
の
飛
行
機
は
殆
ど
飛

ん
で
な
か
っ
た
。 

⑤
馬
事
訓
練
＝
日
本
の
陸
軍
は
機
械
化
が

遅
れ
て
い
た
事
も
あ
り
、
明
治
の
建
軍
時
代
か

ら
兵
隊
よ
り
も
軍
馬
を
大
事
に
し
て
い
た
よ

う
だ
。“
兵
隊
は
１
銭
５
厘(

召
集
令
状
の
ハ
ガ

キ
代)

だ
が
、
馬
は
100
円
”
と
よ
く
云
わ
れ
た
。

５
年
生
の
夏
休
み
に
実
際
に
馬
を
扱
う
馬
事

訓
練
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
馬
体
の
手
入
れ
・

乗
馬
・
歩
行
練
習
な
ど
、
現
役
騎
兵
軍
人
の
指

導
の
下
で
、
１
週
間
軍
馬
の
扱
い
方
に
つ
い
て

の
訓
練
を
受
け
た
。
最
後
に
馬
事
教
育
訓
練
修

了
証
が
交
付
さ
れ
た
。
卒
業
翌
年
の
昭
和
20

年
６
月
10
日
入
営
し
た
の
が
近
衛
師
団
野
戦

重
砲
隊｢

輓
馬
部
隊｣

で
あ
っ
た
。
朝
の
作
業
に

馬
の
手
入
れ
・
馬
房
の
掃
除
・
寝
藁
交
換
が
日

課
と
し
て
あ
っ
た
が
、
中
学
で
の
馬
事
訓
練
が

大
変
役
に
立
っ
た
。 

戦
局
の
悪
化
と
日
常
生
活 

５
年
生(
昭
和
18
年)

に
な
る
と
戦
局
は
極

度
に
悪
化
し
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
は
玉
砕
全
滅

し
、
南
方
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
で
は
食
料
・

兵
器
な
ど
の
物
資
の
補
給
も
無
く
孤
立
無
援
、

マ
ラ
リ
ヤ
と
飢
餓
で
壊
滅
し
た
。
中
34
回
の

小
生
の
兄
・
斉
藤
隆
夫
も
河
部
隊
の
歩
兵
中
隊

長
と
し
て
北
支
か
ら
転
戦
し
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
・
ソ
ナ
ム
島
で
戦
死
し
た
。
す
ぐ
上
の
中

39
回
の
兄
・
斉
藤
英
夫
は
、
弓
部
隊
の
機
関

銃
中
隊
小
隊
長
と
し
て
、
ビ
ル
マ
で｢

イ
ン
パ

ー
ル
作
戦｣

な
ど
の
大
戦
に
参
戦
し
た
が
、
や

は
り
物
資
の
補
給
は
無
く
、
マ
ラ
リ
ヤ
と
飢
餓

で
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
と
聞
く
。
更
に
米
軍

は
サ
イ
パ
ン
島
を
攻
略
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
か
ら

沖
縄
に
進
攻
し
て
き
た
。 

国
内
で
は
、
残
っ
た
婦
女
子
に
よ
る
国
土
防

衛
隊
が
組
織
さ
れ
、
連
日｢

撃
ち
て
し
止
ま

ん
。｣

と
竹
槍
訓
練
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
夜
に

な
る
と
黒
い
布
で
覆
っ
た
電
灯
の
下
で
、
細
々

と
芋
粥
な
ど
を
啜
っ
て
飢
え
を
凌
い
で
い
た
。 

食
料
事
情
は
、
勿
論
、
極
度
に
逼
迫
し
て
い

た
。｢

欲
し
が
り
ま
せ
ん
、
勝
つ
ま
で
は
。｣

と
、
家
庭
へ
の
配
給
の
主
食
は
、
少
量
の
、
フ

ス
マ(

小
麦
糠)

入
り
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
小
麦
粉
が
殆
ど
と
い
う
有
様
だ
っ
た
。 

大
学
・
専
門
学
校
の
学
生
は
、
学
徒
出
陣
で

学
業
半
ば
、
特
攻
要
員
と
し
て
徴
兵
さ
れ
た
。

明
治
神
宮
外
苑
で
東
条
首
相
出
席
の
も
と
に

行
わ
れ
た
、
篠
突
く
雨
の
中
を
角
帽
姿
で
銃
を

肩
に
行
進
す
る
若
き
学
徒
の｢

悲
壮
な
壮
行

会｣

は
、
正
視
に
耐
え
な
か
っ
た
。
そ
の
大
部

分
の
学
徒
兵
は
、
特
攻
隊
員
と
し
て
、
敵
艦
に

飛
行
機
ご
と
突
っ
込
み
、
或
い
は
南
方
戦
線
で

玉
砕
し
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
そ
の
学
徒
兵

が
出
陣
前
に
書
き
残
し
た
遺
書
・
手
記
が
、
戦

後
、『
き
け 

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
し
て
出
版

さ
れ
た
が
、
涙
無
し
で
は
と
て
も
読
め
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
が
20
世
紀
に
は
あ
っ
た
の
だ
、

と
い
う
事
を
我
々
に
は
後
世
に
正
し
く
伝
え

て
い
く
責
務
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。                            

 
 
 
 
 
 

 
 

 
(

中
43
回 

斉
藤
彰
夫) 


